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不
易
と
流
行

東北女子短期大学
学長 今 村  吉 彦

　政
府
が
力
を
入
れ
て
い
る
政

策
の
中
に
、「
高
等
教
育
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
と
は
劇
的
な
転
換
と
い

う
意
味
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
の

高
等
教
育
の
中
で
当
た
り
前
と

さ
れ
て
き
た
認
識
や
価
値
観
・

ル
ー
ル
と
い
っ
た
も
の
を
ガ
ラ

リ
と
入
れ
替
え
る
よ
う
な
事
を

指
す
と
思
わ
れ
ま
す
。
確
か
に

情
報
技
術
の
加
速
度
的
な
進
歩

や
社
会
情
勢
等
の
変
化
か
ら
、

今
ま
で
の
や
り
方
で
は
通
用
し

な
い
事
象
も
起
き
て
い
る
た
め

変
化
を
迫
ら
れ
る
の
は
仕
方
な

い
と
し
て
も
、「
変
え
て
い
く

も
の
」
と
「
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
」
の
見
極
め
に
つ
い
て

は
、
殊
の
ほ
か
慎
重
に
行
っ
て

ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　さ
て
短
大
で
は
こ
の
12
月
に
、

学
生
が
時
間
を
か
け
て
準
備
し

成
果
を
実
ら
せ
た
二
つ
の
活
動

が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　一
つ
は
12
月
23
日
に
弘
前
駅

前
の
ヒ
ロ
ロ
３
階
で
行
わ
れ
た

弘
前
市
の
事
業
「
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
協
力

「クリスマス飾り」づくりに熱中する親子を保育科学生がサポート（ヒロロスクエア　平成29 年12 月23 日）

で
す
。
当
日
は
生
活
科
２
年
11

名
が
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
食

育
劇
を
披
露
し
、
保
育
科
１
年

22
名
が
親
子
参
加
型
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
「
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
」

の
製
作
を
通
し
て
子
ど
も
達
と

交
流
し
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。
１

５
０
名
を
超
え
る
参
加
者
の
材

料
準
備
や
劇
の
稽
古
は
大
変
で
、

学
生
は
「
見
え
な
い
」
作
業
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

終
了
後
に
は
主
催
者
側
か
ら
イ

ベ
ン
ト
盛
況
の
感
謝
の
言
葉
と

次
回
の
予
約
が
あ
り
、
そ
の
好

評
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　も
う
一
つ
は
、
12
月
26
日
に

短
大
で
行
わ
れ
た
保
育
２
年
の

「
保
育
実
践
演
習
／
劇
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
」
の
上
演
で
す
。
今

年
は
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
な

ど
４
演
目
が
発
表
さ
れ
、
学
内

は
も
と
よ
り
、
保
育
園
の
子
ど

も
達
や
保
護
者
の
方
々
を
魅
了

し
ま
し
た
。
学
生
は
10
月
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
準
備
や
練
習

の
す
べ
て
を
舞
台
で
出
し
き
り
、

感
動
の
涙
で
達
成
感
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　「不
易
流
行
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
前
段
で
触
れ

た
、
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の

「
不
易
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
活

動
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
、

と
「
流
行
」
を
急
ぐ
最
近
の
教

育
情
勢
の
中
で
考
え
る
こ
の
頃

で
す
。
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kanri@shibajo.ed.jp

　大寒に入ってもアスファルト
が見える道路に楽チンしていた

ところに列島寒波・白根山爆発のニュース！ブルッときま
した。さて、今年度で最後の卒業生を送る東北女子大学家
政学科では、３月２日から作品展「ぬくもり」をヒロロで

開催し、伝統の技術や地道な研究の数々を展示します。
　故木村礼子先生が蚕を飼い、藍・綿花を育て、羊毛を刈
るなど、徹底した実地体験をもとに製作・研究を指導した「昭
和の手仕事」が懐かしく感じられます。ぜひご鑑賞下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　学園報編集委員会
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外部調査

学園事業学園事業

外部調査

学
校
法
人
運
営
調
査
委
員
に
よ
る
実
地
調
査
行
わ
れ
る

栄
養
士
養
成
施
設
に
係
る
指
導
調
査
と

　

平
成
29
年
度
学
園
主
催
３
市
学
校
説
明
会
お
よ
び

進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

　学
園
主
催
の
学
校
説
明
会
・

進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
、
青
森
市

（
８
月
16
日
ア
ウ
ガ
）、
弘
前
市

（
８
月
18
日
ヒ
ロ
ロ
）、
八
戸
市

（
８
月
22
日
は
っ
ち
）
の
３
市

で
開
催
さ
れ
延
べ
１
５
８
名
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　高
校
教
員
向
け
学
校
説
明
会

で
は
、
入
試
情
報
・
就
職
情
報

等
を
紹
介
。
そ
の
後
の
進
学
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
は
、
教
職
員
が
個

別
相
談
を
行
っ
た
り
、
在
学
生

が
直
接
説
明
を
し
た
り
し
て
、

学
校
生
活
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
夏
休
み
期
間
中
と

　８
月
24
日
、
東
北
厚
生
局
に

よ
る
栄
養
士
養
成
施
設
の
現
地

指
導
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　対
象
は
東
北
女
子
短
期
大
学

と
東
北
栄
養
専
門
学
校
の
２
校

で
、
主
な
指
導
内
容
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
見
直
し
、
文
書
の
保

存
年
限
の
規
定
の
見
直
し
な
ど

で
、
年
度
内
に
改
善
点
に
つ
い

て
届
け
出
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
10
月
26
日
に
は
文
部

科
学
省
が
実
施
す
る
学
校
法
人

運
営
調
査
委
員
に
よ
る
実
地
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　法
人
の
経
営
方
針
や
財
務
状

況
、
施
設
の
現
況
を
視
察
の
ほ

か
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
東
北

女
子
大
学
と
東
北
女
子
短
期
大

学
の
教
学
面
で
の
面
接
調
査
、

学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

で
の
聞
き
取
り
な
ど
、
多
岐
に

渡
り
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　具
体
的
な
調
査
結
果
は
３
月

中
に
届
く
予
定
で
す
。

い
う
こ
と
も
あ
り
、
高
校
生
を

は
じ
め
、
保
護
者
や
一
般
の
方

が
多
く
訪
れ
、
学
園
各
校
に
的

を
絞
っ
た
質
問
を
す
る
な
ど
、

手
応
え
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

東
北
女
子
大
学

・
校
舎
内
及
び
図
書
館
全
館
の

照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
施
工
。

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
更
新
。
校
舎

内
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境
整
備
。

東
北
女
子
短
期
大
学

・
給
食
管
理
実
習
室
給
湯
給
水

設
備
、
換
気
設
備
、
暖
房
設
備
、

照
明
設
備
更
新
。
敷
地
外
周
の

外
塀
更
新
。
レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス

Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境
整
備
、
音
楽
室

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
購
入
。

教
職
課
程
の
再
課
程
認
定

申
請
が
始
ま
る

東
北
栄
養
専
門
学
校

・
調
理
実
習
室
業
務
用
冷
蔵
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
更
新
。

柴
田
女
子
高
等
学
校

・
無
停
電
電
源
装
置
及
び
Ｎ
Ａ

Ｓ
購
入
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
バ

ッ
ク
ネ
ッ
ト
施
工
。
円
型
校
舎

ホ
ー
ル
水
銀
灯
更
新
。

平
成
29
年
度

施
設
設
備
の
充
実
を
図
る

　教
育
職
員
免
許
法
改
正
に
伴

い
、
平
成
31
年
４
月
よ
り
新
教

職
課
程
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
既
存
の
教
職
課
程
に
つ

い
て
改
め
て
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　学
園
内
で
の
対
象
校
は
東
北

女
子
大
学
と
東
北
女
子
短
期
大

学
で
、
現
在
両
大
学
で
は
、
教

職
課
程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

地
域
の
ニ
ー
ズ
・
大
学
の
独
自

性
等
を
踏
ま
え
た
、
体
系
的
な

教
育
課
程
の
編
成
及
び
提
出
書

類
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
２
月
末
ま
で
行
わ
れ

る
文
部
科
学
省
と
の
事
前
相
談

を
経
て
、
平
成
30
年
４
月
30
日

ま
で
に
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
後
、
課
程
認
定
委
員
会

に
よ
る
審
査
等
が
行
わ
れ
、
平

成
31
年
２
月
中
旬
頃
に
認
定
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

家
政
学
科
と
大
学
同
窓
会
が

作
品
展
「
ぬ
く
も
り
」
を
共
催

　学
園
の
伝
統
的
特
色
で
あ
る

家
政
学
に
お
い
て
、
そ
の
高
度

な
学
術
技
芸
の
最
高
学
府
た
ら

ん
と
の
願
い
を
も
っ
て
、
昭
和

44
年
、
東
北
女
子
大
学
が
開
学

し
ま
し
た
。
初
代
学
長
に
前
弘

前
大
学
学
長
医
学
博
士
佐
藤
熙

先
生
、
初
代
家
政
学
部
長
に
松

木
侃
先
生
が
就
任
し
、
仙
台
以

北
で
は
唯
一
の
家
政
学
部
を
持

つ
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
し
か
し
一
学
部
一
学
科

東
北
女
子
大
学

　家
政
学
部
家
政
学
科
が

今
年
度
で
最
終
を
迎
え
るの

変
則
的
な
編
成
で
あ
っ
た
た

め
、
昭
和
49
年
に
児
童
学
科
を

増
設
。
以
来
家
政
学
部
は
家
政

学
科
と
児
童
学
科
の
二
科
に
よ

る
定
員
１
０
０
名
の
学
部
と
し

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
着
実
な

歩
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　な
か
で
も
、
家
政
学
科
は
有

能
な
家
庭
科
教
員
を
輩
出
し
て

県
内
外
の
教
育
界
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
が
、
高
齢
化
社
会

が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ま
で

家
政
学
科
で
行
っ
て
き
た
食
分

野
を
重
点
的
に
充
実
特
化
す
る

こ
と
が
急
務
と
な
り
、
平
成
27

年
に
「
家
政
学
科
」
は
「
健
康

栄
養
学
科
」
と
科
名
変
更
し
、

管
理
栄
養
士
養
成
校
と
し
て
新

た
な
出
発
を
し
ま
し
た
。

　こ
の
３
月
に
は「
家
政
学
科
」

最
後
の
卒
業
生
が
社
会
に
旅
立

ち
ま
す
。
家
政
学
科
で
学
ん
だ

誇
り
を
胸
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

家
政
学
科
で
は
49
年
間
培
っ

て
き
た
研
究
と
技
術
の
一
端
を
、

被
服
作
品
展
「
ぬ
く
も
り
」
と

し
て
次
の
よ
う
に
一
般
公
開
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

・
期
間
　３
月
２
日
（
金
）
〜

　
　
　
　３
月
４
日
（
日
）

・
時
間
　10
時
〜
18
時
（
最
終

　
　
　
　日
は
16
時
ま
で
）

・
会
場
　ヒ
ロ
ロ
３
階

　
　
　
　イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

　当
日
は
、
昭
和
60
年
よ
り
神

無
月
祭
／
家
政
学
科
展
示
に
あ

わ
せ
て
制
作
し
て
き
た
被
服
作

品
や
研
究
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ

る
予
定
で
す
。

開学当時の大学校舎全景（弘前市豊原１丁目）

ヒロロ４階弘前市民文化交流館ホール
で行われた進学ガイダンス
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◎
東
北
女
子
短
期
大
学
生
活
科

　
平
成
27
年
卒

◎
東
北
栄
養
専
門
学
校

　
平
成
29
年
卒

物理学の道は
　　ラビリンス

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東北女子大学　

教授 比 内 　 馨

平
成
29
年
度
同
窓
会
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　
　

　小
学
生
の
頃
、
宇
宙
に
魅

せ
ら
れ
、
中
学
校
に
行
け
ば

何
か
宇
宙
の
本
質
的
な
こ
と

が
学
べ
る
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
夢
は
、
中
学
校
で
も
果

た
さ
れ
ず
、
高
校
へ
と
託
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
校
で

学
ぶ
物
理
学
は
、
体
系
化
さ

れ
て
お
ら
ず
、
単
な
る
断
片

的
な
知
識
の
羅
列
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
高
校
生
向
け
の
体

系
化
さ
れ
た
物
理
学
の
参
考

書
を
探
し
回
っ
て
見
つ
け
た

の
が
、
大
阪
大
学
の
砂
川
重

信
氏
が
著
し
た
「
例
題
物
理

学
」（
学
生
社
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
前
書
き
に
次
の
一
節
が

あ
っ
た
。

　

―

「
高
校
の
参
考
書
を
書
か
な

い
か
と
い
う
交
渉
を
学
生
社
か
ら

う
け
た
と
き
、
じ
つ
は
お
断
り
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の

よ
う
に
、
大
学
で
物
理
学
を
研
究

し
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
高

校
の
物
理
は
、
本
物
の
物
理
学
と

は
性
質
の
違
う
も
の
の
よ
う
な
気

が
す
る…

（
略
）。
私
た
ち
は
、
物

理
学
と
い
う
学
問
は
、
す
べ
て
の

自
然
現
象
を
い
く
つ
か
の
基
本
的

な
自
然
法
則
に
も
と
づ
い
て
、
統

一
的
に
理
解
す
る
学
問
で
あ
る…

（
略
）。
と
こ
ろ
が
高
校
の
物
理
と

い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
外
見
上
は
、

そ
う
は
見
え
な
い
の
で
す
。（
略
）」

（
原
文
抜
粋
）―

　　こ
の
前
書
き
に
嘘
の
な
い

こ
と
は
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

て
直
ぐ
分
か
っ
た
。
高
校
物

理
で
は
非
常
識
と
さ
れ
る
微

分
方
程
式
が
導
入
さ
れ
、
体

系
化
さ
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

大
学
に
進
ん
で
か
ら
は
、
開

講
年
次
を
無
視
し
、
学
び
た

へ
移
行
し
、
ま
た
、
２
つ
の

異
な
る
力
（
電
磁
気
力
と
弱

い
力
）
が
一
つ
の
理
論
（
電

弱
理
論
）
で
統
一
的
に
説
明

さ
れ
る
。
物
理
学
の
基
本
的

な
力
は
、
重
力
、
電
磁
気
力
、

強
い
力
及
び
弱
い
力
の
４
つ

で
あ
り
、
こ
の
４
つ
の
力
を

説
明
す
る
理
論
も
原
則
は
４

つ
で
あ
る
。
し
か
も
ビ
ッ
グ

バ
ン
宇
宙
の
理
論
は
、
こ
の

４
つ
の
力
を
統
一
的
に
説
明

す
る
理
論
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
二
〇
一
二
年
に
ヒ
ッ

グ
ス
粒
子
が
発
見
さ
れ
た
と

き
、「
標
準
理
論※

完
成
。
残

り
は
こ
の
理
論
と
重
力
の
理

論
の
統
一
に
よ
る
宇
宙
の
解

明
だ
」
と
、
一
瞬
私
の
脳
裏

を
か
す
め
た
。
し
か
し
事
は

そ
う
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。

天
文
観
測
か
ら
ダ
ー
ク
マ
タ

ー
（
暗
黒
物
質
）
の
存
在
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
標
準

理
論
で
は
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
は

説
明
で
き
な
い
。
そ
れ
を
超

え
る
理
論
の
構
築
が
必
要
に

な
っ
た
。
ま
た
、
宇
宙
の
加

速
膨
張
を
説
明
す
る
た
め
に

導
入
さ
れ
た
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
存
在
に
も
疑
義
が
生

じ
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
、
物
理
学
の
道
は
迷
宮
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

※
 

標
準
理
論 …

 

強
い
力
と
電
磁
気  

力
と
弱
い
力
の
３
つ
の
力
を
統
一

的
に
取
り
扱
う
理
論
の
一
つ
で
、

未
だ
完
成
し
て
い
な
い
。

　

い
こ
と
は
今
や
る
し
か
な
い

と
い
う
意
識
で
、
友
人
と
ゼ

ミ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、「
理

論
電
磁
気
学
」（
砂
川
重
信

著
）
や
「
場
の
古
典
論
」（
ラ

ン
ダ
ウ
＝
リ
フ
シ
ッ
ツ
著
）

等
を
読
破
し
た
。
大
学
４
年

間
で
学
ん
だ
理
論
物
理
学
は
、

断
片
的
な
物
理
学
で
は
な
か

っ
た
。
一
つ
の
体
系
（
量
子

力
学
）
が
、
あ
る
条
件
下
で

下
位
の
体
系
（
古
典
力
学
）

　９
月
10
日
、
柴
田
学
園
五
校

合
同
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

が
３
年
ぶ
り
に
弘
前
市
の
豪
華

楼
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
約
70
名
の
出
席
が
あ

り
、
総
会
で
は
役
員
改
選
や
会

則
改
正
が
行
わ
れ
、
荒
城
英
子

同
窓
会
長
ほ
か
、
三
役
全
員
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
懇

親
会
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
学
生
時
代
の
懐
か
し
い
思

い
出
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、

　医
療
事
務
の
仕
事
を
し
て

今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
多
く
の
患
者
さ
ん
が
来
院

さ
れ
、対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
、
カ
ル
テ
出
し
、

受
付
、
会
計
入
力
や
電
話
対
応

で
す
。
就
職
し
て
か
ら
「
医
師

事
務
作
業
補
助
者
資
格
」を
取
り
、

今
は
診
断
書
の
記
載
や
退
院
時

要
約
作
成
の
事
務
作
業
な
ど
も

医
師
に
代
わ
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

抽
選
会
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
旧

交
を
温
め
ま
し
た
。

　10
月
７
日
に
は
東
北
女
子
大

学
同
窓
会
が
主
催
し
て
、
同
大

学
で
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

華
道
部
コ
ー
チ
の
斎
藤
久
美
子

先
生
を
お
招
き
し
、
在
学
生
を

含
め
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
短
大
・
専
門
学
校
同

窓
会
で
は
、
学
園
祭
期
間
中
の

10
月
21
日
〜
22
日
に
短
大
図
書

館
で
、
久
保
道
子
さ
ん
（
被
服

科
４
回
生
）
の
作
品
展
〜
八
十

路
を
楽
し
む
〜
　を
開
催
し
ま

し
た
。
創
作
人
形
の
ほ
か
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
や
こ
ぎ
ん
刺
し
な
ど

30
数
点
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

士
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

職
場
に
は
管
理
栄
養
士
・
栄
養

士
あ
わ
せ
て
６
名
が
在
籍
し
、

食
事
の
盛
り
付
け
か
ら
配
膳
・

下
膳
・
洗
浄
等
の
厨
房
業
務
と

発
注
や
献
立
作
成
、
患
者
さ
ん

の
聞
き
取
り
等
の
栄
養
士
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　美
味
し
い
料
理
を
美
味
し
い

ま
ま
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
事

の
難
し
さ
、
重
要
性
を
こ
の
１

年
で
痛
感
し
ま
し
た
。
ど
ん
な

に
完
璧
な
料
理
で
も
温
度
管
理

や
盛
り
付
け
等
の
少
し
の
ミ
ス

で
台
無
し
に
す
る
事
さ
え
あ
り

ま
す
。
３
６
５
日
気
の
抜
け
な

い
毎
日
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

患
者
さ
ん
に
美
味
し
い
食
事
を

届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
函
館
脳
神
経
外
科
病
院
栄
養
士
）

　現
在
、
病
院
で
直
営
の
栄
養

　医
療
の
知
識
は
幅
広
く
、
病

名
や
薬
な
ど
覚
え
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
毎
日
が
勉
強
で
す
。

し
か
し
、
患
者
さ
ん
が
満
足
し

て
帰
ら
れ
る
の
を
み
る
と
、
こ

の
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。
後
輩
の
み
な
さ
ん
も
自
分

の
や
り
た
い
仕
事
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
を
見
つ
け
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
医
療
法
人
整
友
会
弘
前
記
念
病
院
）

ラ
ビ
リ
ン
ス

被服科４回生の久保道子さん（中央）

佐藤　結香

川口　真理
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都会の暮らしを語る黒田さん

肉まんのタネはしっかりこねてね！

第２部「本を読んだら？…」絵本を紹介する島内先生 (中央 ) 第１部「クリスマスリースづくり」

気持ちよく使ってもらおうね

地域　　交流地域　　交流

短
大
が
出
張
公
開
講
座
開
催

出 

前 

講 

座

平
成
29
年
度
の
活
動
状
況

「
松
山
荘
」
で
奉
仕
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

東
北
栄
養
専
門
学
校
生
徒
が

料
理
指
導

コ
ラ
ボ
企
画

東
北
女
子
大
学
が
ヒ
ロ
ロ
で

「
ふ
れ
あ
い
塾
」
を
開
催

　

短
大
公
開
講
座「
絵
本
好
き
集
ま
れ
」

伝統的に地域との交流を大切

にしてきた柴田学園。

今年も公開講座、 地域創生推

進事業 (ＣＯＣ＋)、 ボランティ

ア活動、 出前講座などを通し

て多くの人々との出会いがあり

ました。

公 

開 

講 

座

地
域
創
生
推
進
事
業

　
　
　
　

 （
Ｃ
О
Ｃ
＋
）
　
　

　２
年
生
が
弘
前
市
立
堀
越
小

学
校
で
料
理
指
導
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
小
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
６
年
生
が
「
清
水
森
ナ

ン
バ
で
作
る
グ
リ
ー
ン
カ
レ

ー
」
５
年
生
が
「
肉
ま
ん
」
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　11
月
11
日
、
東
北
女
子
短
期

大
学
で
島
内
智
秋
先
生
・
福
士

純
子
先
生
が
「
絵
本
好
き
集
ま

れ
〜
好
き
な
絵
本
を
紹
介
し
ま

せ
ん
か
？
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
の
講
座
は
講
義
を
受
け

る
の
で
は
な
く
、
絵
本
を
通
し

て
参
加
者
同
士
が
交
流
す
る
場

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
絵
本

好
き
の
人
た
ち
が
、
各
自
思
い

入
れ
の
あ
る
絵
本
を
持
ち
寄
り
、

好
き
な
絵
本
の
思
い
出
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
し
あ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
参
加
者
の
中
に
は

「
息
子
に
も
孫
に
も
同
じ
絵
本

を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
た
」
と
い

う
声
が
あ
り
、
一
冊
の
絵
本
を

通
し
て
三
世
代
が
感
動
を
共
有

す
る
素
晴
ら
し
さ
に
話
が
は
ず

み
ま
し
た
。

　島
内
先
生
は
「
保
育
園
の
集

ま
り
な
ど
で
、
絵
本
を
介
し
て

う
ち
と
け
て
か
ら
子
育
て
の
悩

み
を
話
し
合
う
の
も
い
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
25
日
に
弘
前
市
百
沢
に

あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
松
山
荘
」
で
、
毎
年
恒
例
の

柴
田
女
子
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
15

名
の
生
徒
は
車
い
す
磨
き
、
窓

ふ
き
、
部
屋
の
清
掃
な
ど
の
作

業
を
手
分
け
し
て
行
い
ま
し
た
。

　作
業
終
了
後
、
み
ん
な
で
一

緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
簡
単
な

ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

初
め
は
緊
張
し
て
い
た
生
徒
も

入
居
者
の
方
々
の
笑
顔
に
引
き

込
ま
れ
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
奉
仕
活
動
と
な

り
ま
し
た
。

　東
北
女
子
大
学
の
平
成
29
年

度
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
の
活
動
は
、

「
弘
前
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
」
と
し

て
12
月
2
日
に
実
施
さ
れ
た
ホ

ス
ピ
タ
ル
カ
フ
ェ
（
於
弘
前
大

学
）
に
健
康
栄
養
学
科
3
年
生

15
名
が
参
加
す
る
か
た
ち
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
県
内

7
病
院
の
関
係
者
と
学
生
同
士

の
交
流
会
が
も
た
れ
、
学
生
は

管
理
栄
養
士
や
院
内
の
他
職
種

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　他
に
、
女
子
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
事
業
「
く
ら
す
？
は
た

ら
く
。
都
会
？
田
舎
」
セ
ミ
ナ

ー
が
、
12
月
9
日
に
本
学
で
開

催
さ
れ
、
県
内
の
大
学
生
63
名

（
本
学
18
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
千
葉
県
小
学
校
教
諭
の
黒

田
亜
樹
さ
ん
（
Ｈ
17
年
児
童
学

科
卒
）
ほ
か
ゲ
ス
ト
３
名
の
多

様
な
働
き
方
、
暮
ら
し
方
を
知

り
、
学
生
は
自
身
の
将
来
に
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
6
月
と
8
月
に
開
催
さ

れ
た
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
幼
稚

園
教
諭
の
村
川
亜
耶
さ
ん
（
Ｈ

26
年
児
童
学
科
卒
）
が
発
表
。

学
生
が
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

　11
月
22
日
、
東
北
女
子
短
期

大
学
が
大
館
駅
前
の
映
画
館

「
御
成
座
」
で
、
中
高
生
対
象

の
出
張
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
内
容
は
、
ジ
ブ
リ
映
画

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
と
り
あ
げ

た
「
ア
ニ
メ
の
心
理
学
」
と

「
絵
本
の
料
理
」
の
二
本
立
て
。

実
際
に
料
理
の
レ
シ
ピ
を
作
っ

て
紹
介
し
た
り
、
絵
本
の
朗
読

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
り
、

次
回
開
催
の
希
望
が
出
る
ほ
ど

好
評
で
し
た
。

　12
月
16
日
、
ヒ
ロ
ロ
ス
ク
エ

ア
３
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に

お
い
て
、「
ふ
れ
あ
い
塾
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
は

吉
田
裕
美
子
研
究
室
の
「
青
森

県
の
花
材
を
利
用
し
て
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
」、
第
２

部
は
花
田
裕
研
究
室
の
「
本
を

読
ん
だ
ら
？ 

見
て
、
作
っ
て
、

音
を
出
そ
う
！
」
の
講
座
で
、

市
民
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　講
師
や
学
生
の
温
か
い
落
ち

着
い
た
対
応
が
、
親
子
の
受
講

者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　児
童
に
は
難
し
い
メ
ニ
ュ
ー

で
し
た
が
、
交
代
で
指
導
し
て

い
る
う
ち
に
無
事
完
成
！ 

生

徒
は
未
経
験
者
に
伝
え
る
難
し

さ
と
面
白
さ
を
経
験
し
、
実
践

的
な
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

大館出身の学生たちによるパフォーマンス

ふ
る
さ
と
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好評だった学生工夫の料理

徳島から新情報を発信

第
４
回
保
健
科
学
研
究
発
表
会

が
短
大
で
開
催
さ
れ
る

第
64
回
日
本
栄
養
改
善
学
会

学
術
総
会
で
口
頭
発
表

　
　「岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

　
　東
北
女
子
大
学
健
康
栄
養
学
科
が
初
参
画

２０１7　東北女子大学・東北女子短期大学　紀要５6号　掲載論文

　 行
わ
れ
、
約
１
０
０
０
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　健
診
後
に
行
わ
れ
た
健
康
相

談
や
集
団
教
育
の
現
場
を
見
学

し
た
学
生
は
、「
普
段
の
学
び
が

よ
く
理
解
で
き
た
」
と
真
剣
な

表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
は
、
青
森
県
の
短
命

県
返
上
を
目
的
に
、
弘
前
大
学

が
拠
点
と
な
り
、
弘
前
市
（
旧

岩
木
町
）、
青
森
県
総
合
健
診

セ
ン
タ
ー
等
が
連
携
し
て
、
平

成
17
年
か
ら
弘
前
市
岩
木
地
区

の
住
民
（
20
歳
以
上
）
を
対
象

に
健
康
調
査
を
実
施
し
、
結
果

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
一
連
の

事
業
を
指
し
ま
す
。
こ
の
地
方

創
生
推
進
事
業
（
Ｃ
О
Ｃ
＋
）

へ
の
協
力
と
し
て
、
平
成
29
年

度
か
ら
東
北
女
子
大
学
健
康
栄

養
学
科
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

　主
な
役
割
は
、
食
生
活
調
査

や
健
診
結
果
か
ら
適
切
な
食
育

と
臨
床
栄
養
学
の
面
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
で
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
や
、

健
康
寿
命
延
伸
の
一
翼
を
担
う

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　今
年
度
の
健
診
は
昨
年
５
〜

６
月
に
岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー
で

村
小
百
合
先
生
が
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
優
秀
賞
に
は
弘

前
大
学
院
保
健
学
研
究
科
佐
藤

琉
海
さ
ん
の
「
弘
前
地
区
に
お

け
る
下
痢
症
患
者
由
来
の
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
の
分
離
状
況
」

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、

生
活
科
２
年
５
名
の
学
生
が
給

食
管
理
実
習
で
学
ん
だ
大
量
調

理
法
で
料
理
を
作
り
、
参
加
者

に
提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
保
健
科
学
研
究
会
よ
り
特

別
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　９
月
２
日
、
東
北
女
子
短
期

大
学
を
会
場
に
、
第
４
回
保
健

科
学
研
究
発
表
会
（
今
村
吉
彦

大
会
長
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　大
会
で
は
弘
前
大
学
の
戸
羽

隆
宏
教
授
の
講
演
に
続
き
15
題

の
口
頭
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
女
子
大
学
か
ら
は
、
健
康

栄
養
学
科
の
土
谷
庸
先
生
、
田

中
夏
海
先
生
、
江
良
真
衣
先
生
、

東
北
女
子
短
期
大
学
か
ら
は
、

生
活
科
の
柳
町
悟
司
先
生
、
吉

訂
正
し
た
項
目
を
分
析
し
た
も

の
で
す
。
最
も
指
導
を
要
し
た

の
は
食
材
や
調
味
料
の
分
量
で
、

今
後
料
理
の
で
き
上
が
り
と
調

味
料
の
分
量
が
結
び
付
く
よ
う
、

学
生
の
「
分
量
設
定
能
力
」
を

高
め
た
い
、
と
発
表
し
ま
し
た
。

　９
月
13
〜
15
日
ま
で
徳
島
県

（
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
）
に
お

い
て
日
本
栄
養
改
善
学
会
学
術

総
会
が
行
わ
れ
、
東
北
女
子
大

学
の
妹
尾
良
子
先
生
が
、「
献

立
作
成
能
力
を
向
上
す
る
要
点

を
検
討
す
る
〜
管
理
栄
養
士
課

程
学
生
の
給
食
１
週
間
献
立
作

成
の
指
導
結
果
よ
り
」
を
テ
ー

マ
に
口
頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　内
容
は
、
２
年
生
37
名
が
提

出
し
た
献
立
に
つ
い
て
添
削
・

 

  

女子大で行われた健診結果説明会（11/18）

　

小澤　　熹・崎野三太郎・吉田裕美子
　　　　　　　：「学校教育体験実習Ⅰ・Ⅱ」に関する実践研究３
　　　　　　　　　　─学生の30・31項目体験評価度と重要項目評価度の比較検討―
佐々木　　　隆：いじめの一起源とヨブ記の人権教育論的考察
　　　　　　　　　　ダミアン神父像が教えてくれるものから
葛西　美樹・安川あけみ：大学の公開講座におけるスチューベン染色の実践報告
崎　野　三太郎：トピックモデルとベイジアンネットワークによる段階評価アンケートの分析
船　水　　　周：女子大生を主体的な学びに誘う初年次教育に関する一考察
　　　　　　　　　　 ─固定概念から読書を解放し理解と表現の一体化を図る─
一　戸　智　之：昭和22年度小学校学習指導要領音楽編（試案）にみる新学習指導要領の
　　　　　　　　　解釈のための一考察　～音楽教育の理念とその目標の実践性に着目して～
友　田　志　郎：プログラミング導入教育の為のScratchの利用
奈　良　拓　哉：スマートフォン利用の現状とタッチタイプ習得の様子
　　　　　　　　　　～独自開発のソフトウエアを利用したタッチタイプの習得～
諸　岡　みどり：Ａ市の保育所給食における食物アレルギー患児への対応について
工　藤　寧　子：環境に配慮した消費生活を考える　－エコバッグづくりを通して－
安　川　由貴子：幼児期の教育・保育における「総合的」であることに関する一考察
　　　　　　　　　　─幼稚園教育要領の変遷を手がかりに─
福士　章子・諸岡みどり
　　　　　　　：弘前市内の幼稚園・保育所の給食における食物アレルギー対応の実態について
本　山　敬　祐：主体的・対話的で深い学びを促すカリキュラム・マネジメントの実現に
　　　　　　　　　向けた基礎的考察　─カリキュラム概念の多義性に注目して─
出口佳奈絵・江良　真衣・花田　玲子・前田　朝美・西田　由香
　　　　　　　：１日の食べ合わせによる鉄の腸管内吸収リズムへの影響
齋藤　　望・前田　朝美：月経周期における嗜好の違い
田中　夏海・山田和歌子・西田　由香：汁物の具材と食塩量に関する実態調査
保　村　和　良：アメリカ人女性が見た明治中期の弘前の原風景
　　　　　　　　　　─メアリークラーク･ニンドの「滞在記」とジョージアナ・ボーカスの
　　　　　　　　　　　報告書簡にみる「子守学校」─
藤　田　晴　央：秋田雨雀、その詩と童話　～〈風景〉に心をみる詩人的作家
佐々木　　　創：小規模大学の特色を活かした障害学生支援のあり方
　　　　　　　　　　─『気づき』『つながる』『つなげる』─
島内　智秋・兼平　友子：保育現場での保護者対応力をつけるための取組（第１報）
　　　　　　　　　　　　　　　─「保育相談支援」の学びやイベント等経験を通して─
小　林　由美子：幼児期に、心温まる季節の歌・郷土の歌を　
　　　　　　　　　　─学生と共に作った子どもの歌─
小　山　尊　徳：東北女子短期大学における情報教育について
西　　　敏　郎：デュルケム社会学研究　～『自殺論』を中心に～
兼　平　拓　道：年功賃金は後退したのか　─賃金プロファイルの分析─
兼　平　友　子：自主・自立を育むための就学後の教育のあり方
　　　　　　　　　　─プロジェクト型幼児教育法を基に─
福　士　亜友子：歌唱指導における保育者の発声と表現に関する考察
　　　　　　　　　　─学生と幼児への実践を通して─
西　谷　紀久子：小泉文夫の音楽教育論から学ぶもの
　　　　　　　　　　「わらべうたから始める音楽教育」に着目して
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夢
実
現
に
向
け
て

積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

邦
楽
部
・
吹
奏
楽
部
が

日
々
の
練
習
の
成
果
を
披
露
！

生
活
科
学
生
が
田
舎
館
村
に

お
け
る
特
産
品
開
発
に
挑
戦

巧みなバチさばきで魅了

クリスマス気分ほんわか…

２０１７２０１７秋～冬秋～冬短大／保育実践演習　劇・ミュージカル

「HIGH  SCHOOL  MUSICAL」

短大／保育実践演習　劇・ミュージカル

「HIGH  SCHOOL  MUSICAL」

私はこれが好き！私はこれ！

記念のスタンプづくりを手伝う
福士さん（左）、高橋さん（右）

　昨
年
度
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の

里
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
」

よ
り
、
い
ち
ご
を
使
っ
た
特
産

品
開
発
の
依
頼
が
あ
り
、
生
活

科
の
学
生
が
開
発
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
「
い
ち
ご
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」「
い
ち
ご

ム
ー
ス
メ
」「
い
ち
ご
パ
イ
」

「
い
ち
ご
ク
ッ
キ
ー
」「
フ
レ
ッ

シ
ュ
苺
の
白
ワ
イ
ン
ジ
ュ
レ
」

の
５
種
類
が
、
田
舎
館
村
の
イ

ベ
ン
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　後
期
は
食
品
加
工
学
実
習
に

お
い
て
一
人
１
品
を
目
標
に
、

「
レ
ス
ト
ラ
ン
で
販
売
す
る
メ

ニ
ュ
ー
」「
お
土
産
加
工
品
」

「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
」

の
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
生
は
試
作
を
重
ね
、
み

ん
な
で
試
食
・
評
価
・
改
善
を

繰
り
返
し
て「
田
舎
館
の
い
ち

ご
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
集
」
の
完

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　昨
年
8
月
1
日
か
ら
2
泊
3

日
の
日
程
で
児
童
学
科
4
年
の

高
橋
亜
佑
さ
ん
と
福
士
瑞
姫
さ

ん
が
、
青
森
県
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
が
主
催
す
る
『
農
山

漁
村
で
と
こ
と
ん
「
学
び
・
交

流
・
体
験
」
事
業
』
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
北
海

道
新
幹
線
で
つ
な
が
っ
た
津
軽

海
峡
交
流
圏
の
自
然
や
文
化
・

歴
史
を
、
青
森
県
の
小
学
生
と

道
南
の
小
学
生
が
宿
泊
し
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
抽
選
で
選
ば
れ

た
県
内
の
４
年
か
ら
６
年
ま
で

の
小
学
生
20
人
と
共
に
参
加
し

た
２
人
は
「
将
来
小
学
校
教
員

を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
子
ど

も
の
目
線
で
接
す
る
教
員
の
姿

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
9
月
30
日
に
は
児
童

学
科
1
年
の
斉
藤
緑
香
さ
ん
と

外
崎
里
帆
さ
ん
が
、
中
泊
町
立

中
里
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た

「
土
曜
学
習
活
性
化
事
業
」
に

参
加
し
、
町
民
文
化
祭
に
出
展

す
る
子
ど
も
達
の
作
品
作
り
を

手
伝
い
ま
し
た
。
42
名
の
児
童

と
関
わ
っ
た
２
人
は
「
２
年
次

の
学
外
実
習
を
前
に
子
ど
も
達

と
接
す
る
機
会
が
得
ら
れ
て
良

か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　現
在
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
に
15

名
が
登
録
し
て
お
り
、
活
動
の

場
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

　11
月
3
日
文
化
の
日
、
邦
楽

部
の
5
名
が
弘
前
市
内
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
お
う
よ

う
園
」
に
演
奏
に
出
か
け
ま
し

た
。
同
園
で
開
催
す
る
「
お
う

よ
う
園
秋
祭
り
」
に
招
か
れ
た

も
の
で
、
6
月
に
続
き
今
年
2

回
目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」
や

「
津
軽
甚
句
」
な
ど
を
披
露
し

た
ほ
か
に
ク
イ
ズ
で
も
交
流
を

深
め
、
笑
顔
溢
れ
る
祝
日
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　ま
た
12
月
17
日
に
は
吹
奏
楽

部
19
名
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
ケ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
弘

前
」
よ
り
依
頼
を
受
け
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
に
出
か
け
ま
し
た
。

「
星
に
願
い
を
」「
オ
ー
メ
ン

ズ
・
オ
ブ
・
ラ
ブ
」
を
演
奏
し
、

最
後
に
は
「
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り

て
」
を
全
員
で
合
唱
し
て
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

東
北
女
子
大
学 

平
成
28
年
度
進
路
決
定
率
100
％

「
就
職
に
強
い
女
子
大
学
」
の
知
名
度
ア
ッ
プ

保
育
科
１
年
ス
キ
ー
実
習

風
を
切
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い

寒いけど、パウダースノー最高！ 関東圏ネットワーク懇談会 29.2.18（東京）

　去
る
１
月
26
日
、
27
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
岩
木
山
百
沢

ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
実
習
が
行

わ
れ
、
保
育
科
１
年
75
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　雪
が
降
り
し
き
る
中
、
軽
い

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
後
、

初
級
か
ら
上
級
ま
で
７
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
て
、
グ
ル
ー
プ

レ
ッ
ス
ン
に
入
り
ま
し
た
。
学

生
は
青
森
、
秋
田
、
岩
手
と
北

国
出
身
で
す
が
、
全
く
の
初
心

者
も
い
れ
ば
、
鮮
や
か
に
パ
ラ

レ
ル
タ
ー
ン
を
決
め
る
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
経
験
者
も
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
新
雪
の
感
触

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　二
日
目
は
土
曜
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ゲ
レ
ン
デ
に
は
家
族

連
れ
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
達
は
、
雪
遊
び
に
興
じ
る

子
ど
も
達
に
思
わ
ず
笑
顔
で
応

え
な
が
ら
、
未
来
の
自
分
の
姿

に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　29
年
３
月
卒
業
生
の
進
路
決

定
率
が
、
家
政
・
児
童
両
学
科

と
も
１
０
０
％
に
達
し
た
東
北

女
子
大
学
。
教
員
（
中
高
・

小
・
幼
）、
栄
養
士
、
保
育
士

な
ど
の
専
門
職
を
は
じ
め
、
金

融
、
一
般
企
業
へ
の
就
職

も
順
調
で
、「
就
職
に
強

い
女
子
大
学
」
と
し
て
雑

誌
や
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

　今
年
の
４
年
生
も
活
発

に
就
職
活
動
を
し
て
結
果

を
出
し
て
お
り
、
現
時
点

で
の
未
決
定
者
は
わ
ず
か

数
名
と
な
り
、
昨
年
度
に

続
く
勢
い
で
す
。

　昨
年
度
の
大
学
評
価
審

査
で
は
、
同
大
が
行
っ
て
い
る

「
関
東
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
懇
談

会
」
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
が

確
実
に
就
職
好
調
に
つ
な
が
っ

て
い
る
、
と
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
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食
の
大
切
さ
を
伝
え
る

　「え
い
よ
う
の
お
は
な
し
」

県
高
校
ス
キ
ー
大
会
開
催

回
転
・
大
回
転
と
も
下
山
２
冠

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

県
新
人
決
勝
大
会
優
勝

初
め
て
の
り
ん
ご
も
ぎ

上
手
に
で
き
た
よ

大
き
い
組
さ
ん
の
ワ
ザ
す
ご
い
ね
！

　

「がんばったとこ、見せるぞ！」

落とさないように、慎重に

「赤の食べ物どぉ～れ？」

回転・大回転を制した下山紗生さん

短大／保育実践演習　劇・ミュージカル

　　　　　　「HIGH  SCHOOL  MUSICAL」

短大／保育実践演習　劇・ミュージカル

　　　　　　「HIGH  SCHOOL  MUSICAL」

「
レ
ス
ト
ラ
ン
で
販
売
す
る
メ

　２
年
生
が
12
月
に
、
市
内
３

箇
所
の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
食

育
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
達
に
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
、
寸
劇
「
ド
ラ
え
も
ん

が
教
え
て
く
れ
る
食
事
中
の
マ

ナ
ー
」「
桃
太
郎
が
鬼
退
治
を

す
る
力
の
源
に
な
っ
た
朝
ご
飯

の
大
切
さ
」「
赤
ず
き
ん
と
オ

オ
カ
ミ
さ
ん
の
３
つ
の
色
の
食

べ
物
の
お
話
」
を
作
り
、
披
露

し
ま
し
た
。

　シ
ナ
リ
オ
、
衣
装
、
小
道
具

を
手
作
り
し
、
子
ど
も
達
が
飽

き
な
い
よ
う
に
ク
イ
ズ
を
設
け

る
等
の
工
夫
を
盛
り
込
み
、
ス

　秋
晴
れ
が
心
地
よ
い
10
月
18

日
、
年
長
組
39
名
が
り
ん
ご
公

園
で
り
ん
ご
も
ぎ
を
体
験
し
ま

し
た
。
み
ん
な
り
ん
ご
は
大
好

き
で
す
が
、
り
ん
ご
の
木
を
近

く
で
見
た
り
、
実
際
に
も
い
だ

り
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

　赤
い
ツ
ヤ
ツ
ヤ
の
り
ん
ご
を

探
し
て
、
り
ん
ご
の
お
し
り
が

上
を
向
く
よ
う
に
大
事
に
も
ぎ

ま
し
た
。「
早
く
食
べ
た
ぁ

い
！
」
と
言
っ
て
い
た
子
ど
も

達
。
自
分
で
と
っ
た
り
ん
ご
の

味
は
格
別
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　　12
月
５
日
に
年
長
組
が
な
わ

と
び
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る

な
わ
と
び
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
前
と
び
・
後
ろ
と
び
・
片

足
と
び
・
走
り
と
び
、
で
き
る

子
は
交
差
と
び
・
あ
や
と
び
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
自
信
を
も
っ

て
跳
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
年

少
・
年
中
さ
ん
達
の
目
も
輝
い

て
い
ま
す
。「
カ
ッ
コ
イ
イ
！
す

ご
い
！
」
と
い
う
声
や
大
き
な

拍
手
に
、
跳
ん
で
い
る
子
ど
も

達
も
満
足
気
で
す
。
次
の
日
か

ら
、
な
わ
と
び
に
挑
戦
す
る
子

が
全
園
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

テ
ー
ジ
で
は
オ
ー
バ
ー
な
く
ら

い
の
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
演
じ
ま

し
た
。
園
児
は
笑
っ
た
り
、
驚

い
た
り
、
応
援
し
て
く
れ
た
り
、

ク
イ
ズ
に
我
先
に
と
答
え
て
く

れ
た
り…

。
そ
の
反
応
を
見
て

生
徒
は
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ

と
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　１
月
13
・
14
日
に
県
高
校
新

人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
決
勝
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　上
位
４
校
の
総
当
た
り
に
よ

る
決
勝
リ
ー
グ
で
全
勝
し
て
優

勝
。
来
年
度
に
向
け
て
好
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　全
国
選
抜
大
会
県
代
表
決
勝

で
光
星
高
校
に
逆
転
負
け
し
、

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
出
場
を
阻

　１
月
に
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場

で
第
70
回
県
高
校
ス
キ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　２
年
下
山
紗
生
さ
ん
が
回
転・

大
回
転
と
も
に
制
覇
し
、「
柴
田

女
子
」の
伝
統
の
力
を
知
ら
し
め

ま
し
た
。昨
年
の
全
国
選
抜
大
会

で
優
勝
し
た
３
年
蛯
原
杏
奈
さ

ん
が
、膝
の
十
字
靭
帯
を
断
裂
す

る
大
怪
我
で
出
場
で
き
な
く
な

り
、意
気
消
沈
し
て
臨
ん
だ
大
会

で
し
た
が
、練
習
で
培
っ
た
高
い

技
術
と
堅
固
な
精
神
を
発
揮
し
、

安
定
し
た
滑
り
を
見
せ
て
の
見

事
な
２
冠
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　２
月
４
日
か
ら
岐
阜
県
で
開

催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
大

舞
台
で
上
位
入
賞
目
指
し
て
、

力
強
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

《
第
70
回
県
高
校
ス
キ
ー
大
会
》

回
転
・
大
回
転
１
位
　
　

 

下
山
　紗
生

回
転
・
大
回
転
２
位
　
　

 

阿
部
　碧
海

回
転
３
位
・
大
回
転
６
位 

西
野
こ
こ
ろ

ま
れ
た
雪
辱
を
期
し
て
臨
ん
だ

今
大
会
は
、
も
う
一
度
原
点
に

立
ち
返
っ
て
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
（
基
礎
基
本
）
を
徹
底
強
化

し
、
新
チ
ー
ム
最
初
の
タ
イ
ト

ル
を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
奪

取
し
て
、
新
た
な
歴
史
を
刻
む

最
高
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　２
月
２
日
か
ら
山
形
県
で
行

わ
れ
る
東
北
大
会
で
は
、
伝
統

の
「
最
後
ま
で
諦
め
な
い
」
プ

レ
ー
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

《
県
高
校
新
人
決
勝
大
会
》

柴
田
女
子

　
77

　

―

　
62

　
八
学
光
星

柴
田
女
子

　
91

　

―

　
46

　
聖

　
　
愛

柴
田
女
子

　
90

　

―

　
70

　
弘
前
実
業

２
年
生
が

多
彩
な
内
容
で
研
究
発
表

寒いけど、パウダースノー最高！

ベ
ル
の
経
験
者
も
お
り
、
そ
れ

　卒
業
研
究
発
表
会
が
１
月
25

日
に
行
わ
れ
、
７
班
が
独
創
的

な
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
、「
目
の
開
閉
を

判
別
す
る
目
覚
ま
し
ア
プ
リ
」

「
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
た
健
康

チ
ェ
ッ
ク
で
短
命
県
返
上
」

「
手
指
で
画
面
の
箱
や
ボ
ー
ル

を
操
作
す
る
仮
想
現
実
手
法
の

リ
ハ
ビ
リ
ア
プ
リ
」「
店
の
看

板
や
玄
関
に
反
応
し
て
情
報
提

供
す
る
Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
」
な
ど
が

実
演
さ
れ
ま
し
た
。

　２
年
生
は
会
場
か
ら
の
質
問

や
好
評
価
に
、
満
足
気
で
し
た
。

目一杯開くと
アラームが止まる！

目の開閉を判別する目覚ましアプリ

目が開いているか？
を判定中！

⇒

1．非接触バイタルセンシング　
　　～ Kinect によるモニタリング～
2．ヘアスタイリングアプリの開発
3．失くし物を予防する　
　　～ Beacon を利用したモノ管理システム～
4．MR アプリケーションの開発
5．目の開閉を判別する目覚ましアプリの開発
6．IoT を利用したオープンデータの活用　
　　～防犯システムの作成～
7．AR を使った店紹介アプリの制作
　 

各ゼミのテーマ

（写真提供：陸奥新報社）


